
Ｉ
Ｄ
Ｂ
（
米
州
開
発
銀
行
）
年
次
総
会
と
は
？

毎
年
加
盟
国
内
の
都
市
で
行
わ
れ
、
米
州
域
内
の
経
済

開
発
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
の

重
要
事
項
に
つ
い
て
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
四
十
六
カ
国
か
ら
財
務
担
当
大

臣
や
中
央
銀
行
総
裁
等
数
千
名
が
参
加
す
る
、
規
模
・
質

と
も
に
世
界
で
も
有
数
の
国
際
会
議
で
す
。

主
に
金
融
関
係
者
を
対
象
に
し
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で

あ
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
界
銀
行
総
会
に
次
ぐ
大
型
の
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
で
す
。

Ｉ
Ｄ
Ｂ
と
は
？

■
設
立
の
経
緯
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｉ
Ｄ
Ｂ
は
、
一
九
五
九
年
に
中
南
米
の
国
々
の
経
済
・

社
会
発
展
を
進
め
る
目
的
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
は

ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
り
、
最
大
で
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
国

際
地
域
開
発
金
融
機
関
で
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ

海
諸
国
向
け
多
国
間
貸
付
の
最
も
主
要
な
資
金
源
で
す
。

■
役
割
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

借
入
加
盟
国
の
開
発
政
策
策
定
を
手
助
け
し
、
経
済
・

社
会
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
及
び
地
域
内
統
合
、
国

家
・
制
度
改
革
を
行
う
た
め
の
資
金
と
技
術
援
助
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

■
日
本
の
参
加
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

日
本
は
、
十
九
世
紀
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
移
民
の
歴
史

に
伴
う
社
会
・
経
済
的
な
結
び
つ
き
や
、
拡
大
し
続
け
る

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
海
諸
国
と
の
経
済
関
係
を
背

景
に
、
一
九
七
六
年
に
正
式
加
盟
し
ま
し
た
（
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
海
諸
国
は
、
現
在
一
二
〇
万
人
以
上
に

も
上
る
日
系
移
民
社
会
を
有
し
て
い
ま
す
）。

日
本
政
府
は
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
に
資
金
を
拠
出
し
て
参
加
す
る

と
と
も
に
、
総
務
会
と
理
事
会
に
代
表
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。

沖
縄
開
催
の
意
義

沖
縄
県
は
こ
れ
ま
で
世
界
中
に
移
民
を
送
り
出
し
て
き

て
い
ま
す
が
、
中
で
も
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
十
三
万
人
、
ペ
ル
ー
の
五
万
六
千
人
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
二
万
二
千
人
等
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中

南
米
と
沖
縄
の
関
係
は
深
く
、
中
南
米
諸
国
を
援
助
対
象

地
域
と
す
る
Ｉ
Ｄ
Ｂ
の
総
会
を
沖
縄
で
開
催
す
る
意
義
は

深
い
も
の
と
い
え
ま
す
。

Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
へ
の
県
の
取
組
み

■
沖
縄
開
催
の
経
緯
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

沖
縄
県
は
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
の
「
九
州
・
沖
縄
サ
ミ

ッ
ト
首
脳
会
合
（
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
）」
開
催
を
契
機
に
、

国
と
の
連
携
の
下
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド
形

成
を
図
る
べ
く
、
各
種
国
際
会
議
等
の
沖
縄
誘
致
・
開
催

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
は
地
元
経
済
界
と
と
も
に
、
財
務
省
、
内
閣
府
及
び

関
係
機
関
・
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
第
四
十
六
回
Ｉ
Ｄ

Ｂ
年
次
総
会
の
誘
致
活
動
に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果
、
平

成
十
五
年
三
月
二
十
六
日
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
ミ
ラ
ノ
総
会
に
お
い

て
沖
縄
開
催
が
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
沖
縄
開
催
実
行
委
員
会
を
組
織
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
十
五
年
八
月
十
八
日
に
は
「
第
四
十
六
回
Ｉ
Ｄ
Ｂ

年
次
総
会
沖
縄
開
催
実
行
委
員
会
（
会
長
＝
稲
嶺
惠
一
沖

縄
県
知
事
）」
が
発
足
さ
れ
、
県
、
市
町
村
、
沖
縄
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
経
済
団
体
を
網
羅
し
て

組
織
し
、
総
会
の
成
功
に
向
け
て
官
民
一
体
と
な
り
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

IDB沖縄総会
開催期日：平成17年４月10日（日）～12日（火）
開催場所：沖縄コンベンションセンター

宜野湾市立体育館
ラグナガーデンホテル等

参加予定人数：数干名

県庁を訪ねたイグレシアスIDB総裁
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国
立
博
物
館
を
総
会
会
場
に

平
成
十
六
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日

に
か
け
て
、
ペ
ル
ー
共
和
国
リ
マ
市
で
第
四
十

五
回
Ｉ
Ｄ
Ｂ
ペ
ル
ー
年
次
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

リ
マ
市
内
に
あ
る
国
立
博
物
館
を
Ｉ
Ｄ
Ｂ
年

次
総
会
用
に
改
装
し
、
多
く
の
会
議
室
や
プ
レ

ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
施
設
が
コ

ン
パ
ク
ト
に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

入
口
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
通

り
抜
け
る
と
、
沖
縄
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
や
ペ
ル
ー
観

光
案
内
ブ
ー
ス
が
総
会
参
加
者
を
待
ち
受
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
会
議
の
他
に
も
沖
縄
県
知
事

主
催
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等
の
よ
う
に
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
も
多
数
行
わ
れ
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
見
な
が
ら
、
会
場
内
を
移
動
し
ま

す
。会

場
内
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
操
作
に
始
ま
り
会
場
案
内
に
と

活
躍
し
、
明
る
い
笑
顔
で
、
い
き
い
き
と
参
加

者
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

来
年
の
沖
縄
で
も
ウ
チ
ナ
ー
ス
マ
イ
ル
で
総

会
参
加
者
を
お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
に
つ
い
て

沖
縄
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で
は
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
ペ

ル
ー
総
会
参
加
者
へ
次
回
開
催
地
で
あ

る
「
沖
縄
」
の
魅
力
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
ペ
ル
ー
総
会
会
場
内
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
で
は
、
ペ
ル
ー
沖
縄
県
人
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
琉
装
コ
ン
パ

ニ
オ
ン
が
参
加
者
に
泡
盛
を
振
る
舞
い
、

沖
縄
の
観
光
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
情
報

を
映
像
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介
し
、

総
会
参
加
者
で
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い

て
も
県
人
会
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り

琉
球
舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
獅
子
舞
の
演

舞
が
続
く
と
大
き
な
人
垣
が
出
来
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

総
会
参
加
者
か
ら
も
か
な
り
の
反
響

が
あ
り
、
次
回
開
催
地
沖
縄
を
十
分
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

参
加
者
を
歓
迎
す
る
イ
ベ
ン
ト

Ｉ
Ｄ
Ｂ
年
次
総
会
は
、
会
議
の
み
が
行
わ
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
会
へ
出
席
す
る

会
議
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
く
の
同

伴
者
（
夫
人
・
子
供
）
も
訪
れ
る
た
め
、
開
催

地
で
は
多
く
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
（
ツ
ア
ー
や
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
）
を
用
意
し
、
皆
が
楽
し
め
る
よ

う
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

ペ
ル
ー
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
例
が

「
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
ン
チ
付
き
ペ
ル
ー
民
族
祭
り
」

で
す
。
こ
れ
は
野
外
で
ペ
ル
ー
料
理
を
味
わ
い

な
が
ら
、
ペ
ル
ー
の
民
族
芸
能
を
堪
能
す
る
と

い
う
も
の
で
、
会
場
で
は
、
お
面
や
カ
ラ
フ
ル

な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
身
に
ま
と
っ
た
ペ
ル
ー
独

特
の
鬼
ダ
ン
ス
と
音
楽
隊
の
演
奏
の
歓
迎
を
受

け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
と
し
て

「
ピ
ス
コ
サ
ワ
ー
」（
ペ
ル
ー
の
有
名
な
ア
ル
コ

ー
ル
入
飲
料
）
が
振
る
舞
わ
れ
、
そ
の
後
は
ペ

ル
ー
料
理
を
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
自
由
に
い
た

だ
き
な
が
ら
、
民
族
舞
踊
や
音
楽
と
と
も
に
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

さ
て
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
総
会
で
は
世
界
四
十
六

カ
国
か
ら
来
県
さ
れ
る
総
会
参
加
者
及
び
同
伴

者
を
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
歓
迎
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
沖
縄
自
慢
の
歌
や

踊
り
、
料
理
に
は
じ
ま
り
、
伝
統
工
芸
の
数
々

と
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
の
開
催
を
機

に
初
め
て
来
県
さ
れ
る
外
国
の
方
も
多
い
は
ず

で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
沖
縄
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る

べ
く
、
沖
縄
ら
し
さ
を
全
面
に
出
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
ま
す
。

会場となったペルー国立博物館

ペルーの観光名所をめぐるツアー

オープニングセレモニーでのテープカット

イベント会場に到着した総会参加者を伝統芸能で歓迎

沖縄PRブースで泡盛を試飲する参加者
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Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
総
会
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
沖
縄
の
守
り

神
で
あ
る
「
シ
ー
サ
ー
」
に
決
定
し
ま
し
た
！

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
ア
ジ
ア
の
中
に
あ
る
沖
縄
で
行
わ

れ
る
会
議
で
あ
る
こ
と
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
シ
ー
サ
ー
か
ら
発
せ
ら
れ
る
気
炎
は
、

Ｉ
Ｄ
Ｂ
（
米
州
開
発
銀
行
）
の
活
動
の
中
心
で
あ
る
南

北
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
か
た
ど
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
力

強
い
沖
縄
パ
ワ
ー
を
も
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ー
サ
ー
に
は
沖
縄
年
次
総
会
の
成
功
を
見

守
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
可
愛
が
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
使
用
方
法
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
取
扱
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
実
行
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

沖
縄
年
次
総
会
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
県
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
が
七
月
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

◆
高
校
生
向
け
セ
ミ
ナ
ー

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
経
済
や
Ｉ
Ｄ
Ｂ
に
つ
い

て
講
議
を
行
う
と
と
も
に
、
異
文
化
体
験
発

表
を
通
し
て
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
の
が
目
的
で
す
。

・
期
日
…
平
成
十
六
年
七
月
十
四
日
（
水
）

午
後
予
定

・
会
場
…
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

◆
一
般
向
け
セ
ミ
ナ
ー

多
く
の
移
民
を
輩
出
し
て
い
る
沖
縄
で
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
移
民
に
つ
い
て
の
研
究

発
表
を
行
い
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
及
び
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的

で
す
。

・
期
日
…
平
成
十
六
年
七
月
十
六
日
（
金
）

午
後
予
定

・
会
場
…
県
庁
舎
四
階
講
堂

※
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
は
無
料
で
す
。
県
民
の

皆
様
、
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

世
界
四
十
六
カ
国
か
ら
来
県
す
る
総

会
参
加
者
へ
向
け
て
の
沖
縄
情
報
を
満

載
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
中
で

す
。日

本
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
三

カ
国
語
で
展
開
し
て
お
り
、
沖
縄
年
次

総
会
の
開
催
さ
れ
る
平
成
十
七
年
四
月

へ
向
け
て
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
さ

ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
！

二
月
十
二
日
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
開
催
実
行
委
員
会

募
金
部
会
の
発
会
式
に
お
い
て
、
実
行
委
員
会
会

長
の
稲
嶺
知
事
は
「
Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
総
会
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
、
世
界
に
沖
縄
を
強
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
沖
縄
の

高
い
評
価
に
つ
な
が
る
」
と
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
成
功
の

意
義
を
強
調
し
、
関
係
者
に
対
し
協
力
を
求
め
ま

し
た
。

Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
総
会
開
催
に
あ
た
り
、
ホ
ス
ト
国

が
負
担
す
る
経
費
は
約
十
億
円
で
す
。

そ
の
う
ち
、
約
四
億
五
千
万
円
を
開
催
地
で
あ

る
沖
縄
側
で
負
担
し
ま
す
。
そ
の
半
分
を
県
が
負

担
し
、
残
り
の
半
分
を
関
係
市
町
村
の
負
担
金
と

民
間
か
ら
の
寄
付
金
で
賄
う
予
定
で
す
。
特
に
県

内
外
の
民
間
に
対
し
て
二
億
円
の
寄
付
を
お
願
い

す
る
募
金
活
動
は
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
総
会
の
成
功
を

左
右
す
る
非
常
に
重
要
な
活
動
で
、
募
金
部
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

募
金
部
会
は
、
実
行
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

十
三
の
県
内
主
要
経
済
団
体
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
行
委
員
会
で
は
、
更
に
強
力
に
募
金

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
募
金
部
会
員
の
派
遣
団

体
の
長
に
稲
嶺
知
事
を
加
え
た
十
四
人
を
推
進
委

員
に
委
嘱
し
、
募
金
活
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

上原清善氏からの寄付金贈呈

Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
開
催
実
行
委
員
会
で
は
、
二

〇
〇
五
年
一
月
か
ら
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
な
ら
び

に
関
連
事
業
の
運
営
に
必
要
な
語
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
及
び
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
「
九
州
・
沖

縄
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
通
訳
・
接
遇
・
環
境
美

化
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ウ
チ
ナ
ー
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
惜
し
み
な
い
協
力
が
あ
っ
て
、
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
す
。
中
南

米
を
中
心
に
世
界
四
十
六
カ
国
か
ら
約
五
千

人
が
訪
れ
る
世
界
最
大
級
の
国
際
会
議
で
あ

る
Ｉ
Ｄ
Ｂ
年
次
総
会
の
運
営
も
、
大
勢
の
皆

様
の
協
力
が
必
要
で
す
。

熱
い
感
動
の
出
会
い
へ
向
け
て
、
再
び
と

も
に
走
り
だ
し
ま
し
ょ
う
！

ペルー総会における受付ボランティア

ペルー県人会による琉装ボランティア

ホームページアドレス　http://www.idb-okinawa2005.jp/
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昨
年
八
月
に
実
行
委
員
会
が
発
足
し
て
以
来
、
組
織
も
強
化
さ
れ
て

お
り
、
二
〇
〇
四
年
四
月
末
時
点
で
、
実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
は
五

十
二
団
体
に
達
し
、日
本
経
団
連
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
顧
問
は
九
名
、

参
与
は
二
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
現
在
三
十
一
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
、
市
、
沖
縄
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
及
び
民
間
会
社
か
ら
の
出
向
等
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
て
、
文
字
ど
お
り
「
官
民
一
体
」
と
な
っ
て
来
年
四

月
に
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
年
次
総
会
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
会
期
間
中
に
行
わ
れ
る
会
議
の
設
営
や
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く

よ
う
、
参
加
者
の
宿
泊
、
輸
送
、
警
備
な
ど
の
整
備
を
行
い
、
県
民
向

け
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
協
賛
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
開
催
、
総
会
参
加
者

向
け
の
観
光
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

副会長　小禄
（沖縄懇話会代表幹事）
「IDB総会が沖縄を世界に
知らしめる大きな節目にな
る。私も一生懸命皆様ととも
に、汗をかいて頑張りたい」

副会長　松本
（沖縄観光コンベンションビュー
ロー会長）
「IDB沖縄総会は、今後沖縄が
コンベンション市場に参画できる
かどうかの試金石になっていく」

副会長　仲井真
（沖縄県商工会議所連合会会長）
「沖縄年次総会の沖縄開催は、
県経済界にとって非常に重要な
もの、県経済界も総力を挙げて
取り組んでいきたい」

会長　稲嶺知事
（沖縄県知事）
去る３月に第45回米州開発銀行年次総会がペルー国リ

マ市にて開催されました。これでいよいよ次は沖縄総会
ということになります。IDB総会は質・量ともに世界最
大級の国際会議であり、この総会の成功は「コンベンシ
ョンアイランド」を推進する本県にとって、大規模な国
際会議が開催できることを世界に実証する絶好の機会で
あり、将来の展望へ向けての大きなステップになると確
信しています。
開催まで一年を切りました。IDB沖縄年次総会により

多くの方々が参加して頂けるよう情報発信を続けるとと
もに、沖縄の豊かな自然や独自の文化・風土・芸能等の
魅力が十分に伝わりますよう、総会の成功へ向けてしっ
かりと取り組んでいく所存でございます。
IDB沖縄年次総会への県民の皆様の温かいご支援、ご
協力の程、よろしくお願い致します。

第46回米州開発銀行「IDB」年次総会�
沖縄実行委員会の組織図�

会長  稲嶺惠一�
（沖縄県知事）�

事務局�

次長（総務担当）�

総務・募金�
チーム�

警備・環境美化�
チーム�

事業・広報�
チーム�

会場整備�
チーム�

会議・行事�
チーム�

次長（運営担当）�

部会�

会場整備部会�

宿泊・輸送部会�

事業・広報部会�

環境美化部会�

募金部会�

総会総会・幹事会�

役員会�

顧問・参与�

宿泊・輸送�
チーム�

〒901-0152
那覇市字小禄1831-1
沖縄産業支援センター（316号室）

TEL.098-859-8639
FAX.098-859-8640

●お問い合わせ先●


